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住
民
検
診
（
鮪
螂
勧
椥
掛
ゲ
ン
閲
接
撮
影
）
日
程

　
◎
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
が
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
象
地
区

7
月
5
日
困

前
9
時
3
分

～
午
前
1
0
時

仙
之
山
作
業
場

仙
　
之
　
山

午
前
1
0
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

東
下
組
小
学
校

平
・
漉
野

午
後
1
時

～
午
後
2
時

慶
地
冬
期
分
校

慶
　
　
地

7
月
6
日
囲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

下
条
公
民
館

下
条
地
区
（
平
場
）

　
　
　
）

7
月
9
日
旧
…

7
月
1
0
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
1
時

上
新
田
公
民
館

上
新
田
全
区

午
前
n
時
1
5

～
午
前
n
時
4
5
分

市
之
沢
作
業
所

市
　
之
　
沢

後
1
時
　
分

～
午
後
2
時
3
0
分

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

飛
一
地
区

7
月
n
日
㈱

午
前
9
時
　
分

～
午
前
1
0
時

三
ツ
山
分
校

三
　
ツ
　
山

午
前
1
時
　
分

～
午
前
11
時
3
0
分

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

飛
一
地
区

午
後
1
時
3
0
分

～
午
後
2
時

飛
二
小
学
校

飛
二
地
区

午
後
2
時
　
分

～
午
後
3
時

枯
木
又
分
校

東
・
西
枯
木
又

7
月
1
2
目
㈱

午
前
9
時

～
午
前
n
時
30
分

六
箇
出
張
所

六
箇
地
区
一
部

午
後
1
時
　
分

～
午
後
2
時

塩
之
又
分
校

塩
　
之
　
又

・
午
後
2
時
30
分

～
午
後
3
時

船
坂
公
民
館

船
　
　
坂

7
月
1
3
目
囲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
11
時

八
箇
小
学
校

八
箇
地
区

午
後
1
時
　
分

～
午
後
3
時

大
黒
沢
団
地
集
会
場

大
黒
沢
・
小
黒
沢

交通事故無料相談日

　県の移動交通事故相談が、毎

月第1月曜日に開かれています。

気軽にご利用ください。

○次回相談日　7月2日（月）

○場　所　市役所市民相談室

○相談員　新潟県交通事故相談

　　　　　所所属相談員

　　　　巡回内職相談日

　　　巡回内職相談が、毎月第3金

テ曜日に開かれています・

1　新しく内職をしたいかた・今
）び）内職を変えたいかたは気軽に

勺灘締い㌔月2。目囲

亀○時間午前1。時一午後3時

　　○場　所　市役所市民相談室

市○相談員県内職相談員

干
ば
つ
対
策
は
万
全
に

　
　
　
　
　
　
ー
農
林
課
i

　
例
年
に
な
い
小
霧
と
、
ツ
ユ
に
入

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
降
雨
量
が
少

く
、
こ
の
状
懸
が
続
き
ま
す
と
ツ
ユ

明
け
後
に
は
水
不
足
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
β
頃
か
ら
絹
水
管
理
に
は
細
心

の
注
意
を
は
ら
っ
て
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
・
干
ば
つ
対
策
と
し
て
つ

ぎ
の
事
項
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
期
水
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
域
及

び
ほ
場
団
地
ぐ
る
猷
で
水
当
番
を
決

め
る
な
ど
、
組
織
的
体
制
を
つ
く
り
、

我
田
引
水
に
な
ら
な
い
よ
う
。

ω
用
水
の
反
復
利
罵
等
（
た
と
え
ば
、

末
端
排
水
と
一
時
貯
え
、
ポ
ン
プ
等

に
よ
り
上
流
ま
で
送
り
、
再
び
用
水

と
し
て
使
用
）
も
考
え
る
。

③
現
在
未
使
用
等
砂
地
下
水
及
び
絹

排
水
路
を
、
方
一
に
備
え
で
使
用
可

能
な
状
態
に
し
て
お
く
。

．
㈲
ッ
ユ
明
け
時
に
備
え
て
、
こ
れ
か

ら
の
降
雨
を
溜
池
等
に
貯
水
す
る
（
た

だ
し
豪
雨
時
に
は
注
ユ
思
）

⑤
暗
渠
鉾
水
出
口
の
調
簿

⑥
ポ
ン
プ
、
発
動
機
等
は
、
い
つ
で

も
僅
絹
で
き
る
よ
う
に
整
驚
し
て
お

く
o

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
三
目
り
℃
　
午
前
四
時
～
七

　
　
　
　

時
半
ま
で
　
城
之
古
、
明
石
町
　
▼

七
月
十
七
日
図
　
午
前
八
時
～
正
午

ま
で
大
黒
沢
一
部
▼
七
月
十

七
目
㈹
　
午
後
一
時
～
五
時
ま
で

美
雪
町
一
・
二
・
三
丁
目
各
一
部
、

錦
町
一
・
二
丁
目
各
一
部
、
春
日
町

一
・
二
・
三
丁
目
各
一
部
、
高
田
町

三
丁
目
南
・
西
各
一
部
、
高
田
町
四

丁
目
一
部

　
7
月
の
休
日
救
急
選
　
㎜

…
1
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

　
　
　
　
　
盈
5
の
2
0
0
3
番
…

…
8
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
一
南
）
｝

㎝
　
　
　
　
獄
7
の
5
5
6
6
番
㎜

㎜
1
5
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
…

㎜
　
　
　
　
行
2
の
3
2
7
6
番
…

㎜
2
2
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
二

…
　
　
　
　
盈
2
の
2
5
8
1
番
…

…
2
9
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

㎜
　
　
　
　
台
2
の
2
1
7
4
番
…

　
　
　
　
　
　
舅

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

7
月
H
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
3
月

生
れ
の
人

域全

い七」だく
’
、
」いおはたかの月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

7
月
13
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
1
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

7
月
1
8
日

　
（
水
）

51

年
1
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

7
月
－
日

　
（
月
）

午
後
1
時
半

～
4
時

水
沢
出
張
所
生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

水
沢
地
区

7
月
1
9
日

　
（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

中
条
公
民
館

中
条
地
区

7
月
2
0
日

　
（
金
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

7
月
2
7
日

　
（
金
）

十
日
町
公
民
館

53
年
n
月

～
54
年
1

月
生
れ
の

人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
8
日

　
（
木
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
4
月

生
れ
の
人

全
　
　
域

今
月
の
納
税
…
国
民
讐
欝
料
聯
廟
・
…
納
期
限
は
六
月
三
＋
日

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
結醐

　
　
赫

7／25
　　口45号口
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総響

懸
難
”
欝
㎜
…
驚
総

　
最
近
あ
ち
こ
ち
の
ご
み
焼
却
場
で

事
故
が
起
き
た
り
、
ま
た
油
不
足
で

重
油
が
自
由
に
手
に
入
ら
ず
水
分
を

含
ん
だ
燃
え
に
く
い
ご
み
の
処
理
に

大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
税
金
の
無
駄
使

い
を
な
く
す
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
に

つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
爆
発
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
物
は
、

絶
対
に
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
も
、

持
ち
込
む
こ
と
も
お
断
わ
り
し
ま
す
。

（
先
目
、
三
条
市
で
六
人
負
傷
）

◇
台
所
か
ら
出
る
ご
み
や
、
西
瓜
、

枝
豆
、
と
う
も
ろ
二
し
等
水
分
を
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

あなたの意見を市政に

＝第3回・8月1日＝

く
含
ん
だ
ご
み
は
、
な
る
べ
く
天
目

乾
燥
す
る
か
、
水
切
り
を
充
分
に
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
紙
、
木
く
ず
、
布
く
ず
、
糸
く
ず

等
燃
え
や
す
い
ご
み
は
、
助
燃
と
な

り
重
油
節
約
に
大
変
有
効
で
す
の
で

大
歓
迎
し
ま
す
。

◇
家
屋
廃
材
は
一
㌶
位
に
切
っ
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
廃
油
や
廃
タ
イ
ヤ
は
専
門
処
理
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
．

◇
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
潔
保
持

に
つ
い
て

　
例
年
夏
に
な
る
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　　　　　　　　　　毎月1日は市民と語

　　　　　　　　　る日です。気軽に市役

　　嘲D　　　　　　所にでかけて、市政に
　　　　　、
　　、　　亀　　　　対する考え方や要望を

　　／Q　　　　，市長にお話しください。

・も）　出された問題はできる

　　　　　　　　　だけその場で解決し、

　　　　　　　　　即答できないものは後

　　　　　　　　　日回答しています．

　市長は、市内、市外出張等で不在の日が多

くなりますので、是非この日におでかけくだ

さい。

日時　8月1目困午後4時～8時
場所　市役所小会議室（3階）

の
悪
臭
・
不
潔
・
不
規
則
な
、
こ
み
の

出
し
方
が
問
題
と
な
り
．
こ
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
附
近
の
人
達
が
大
変
迷
惑
し

て
い
ま
す
。
自
分
達
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
決
め
ら
れ
た
日
時
に

決
め
ら
れ
た
方
法
で
ご
み
を
出
す
よ

う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
．

㊦
㊧
㊧

受
益
者
負
担
金

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
今
年
度
新
た
に
発
足
し
た
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て
、

受
益
者
の
皆
さ
ん
の
．
こ
協
力
に
よ
り
、

第
一
期
の
納
期
限
の
六
月
三
十
日
ま

で
に
、
遠
隔
地
在
住
者
等
一
部
を
除

く
大
勢
の
か
た
か
ら
納
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
．
こ
ざ
い
ま
し
た
。

　
特
に
納
付
者
の
大
半
の
か
た
が
、

五
力
年
分
を
一
括
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
公
共
下
水
道
に

対
す
る
大
き
な
期
待
の
表
わ
れ
で
あ

る
と
認
識
し
、
拠
出
い
た
だ
い
た
貴

重
な
財
源
の
有
効
な
運
用
を
は
か
り

ま
す
．
な
お
、
都
合
で
納
付
の
ま
だ

済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、
延
滞
金
等

の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に

納
付
く
だ
さ
い
。

　
今
後
第
二
期
分
以
降
の
負
担
金
を

一
括
納
付
す
る
場
合
に
は
、
六
月
末

日
ま
で
に
納
付
し
た
場
合
の
一
括
納

付
加
算
金
（
負
担
金
総
額
の
百
分
の

二
の
額
）
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

前
納
報
奨
金
は
前
回
と
同
率
で
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
．
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

●
一
括
納
付
以
外
に
一
期
分
ま
た
は

数
期
分
を
前
納
さ
れ
る
場
合
も
前
回

同
様
の
率
で
交
付
さ
れ
ま
す
．

●
今
後
一
括
ま
た
は
一
部
前
納
の
場

合
の
報
奨
金
は
、
金
融
機
関
で
差
し

引
き
計
算
せ
ず
に
負
担
金
額
を
そ
の

ま
ま
納
付
し
、
後
目
報
奨
金
を
納
付

者
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
．

　
前
納
報
奨
金
に
該
当
す
る
場
合
は

報
奨
金
額
を
計
算
し
て
差
引
額
を
納

付
で
き
ま
す
の
で
市
下
水
道
課
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

保
育
所
入
所
児
補
欠
募
集

　
市
で
は
次
の
と
お
り
保
育
所
入
所

児
童
を
募
集
し
ま
す
の
で
希
望
者
は

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
※
北
原
保
育
所
－
…
九
名

　
※
十
日
町
幼
児
園
…
十
名

受
付
期
間
…
随
時

提
出
書
類
－
・
社
会
福
祉
事
務
所
に
備

　
　
　
　
　
え
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
8
七
⊥
二
一
二
番
内
線
一
二
五
）
へ
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八
月
十
一
日
㈲
か
ら
、
福
祉
年
金

の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
．

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
指
定
郵
便

局
で
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
年
金
受
取
り
後
は
、

所
得
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

福
祉
年
金
証
書
を
下
表
で
指
定
さ
れ

た
場
所
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
い
で
い
た
だ
く
か
た

本
人
ま
た
は
代
理
人
で
も
結
構
で
す
。

◆
持
参
い
た
だ
く
も
の

福
祉
年
金
証
書
及
び
福
祉
年
金
証
書

に
押
印
し
た
印
鑑

　
当
日
は
、
係
員
が
出
向
い
て
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
当
日
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ

か
な
い
か
た
は
、
お
早
め
に
福
祉
年

期
　
日

福
祉
年
金
を
受
け
取
る
郵
便
局

福
祉
年
金
又
け
取
り
後

年
金
証
書
を
提
出
す
る
場
所

十
日
町
郵
便
局
窓
口

＋
日
町
郵
便
局
（
鼠
播
繹
藩
員
）

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局
窓
口

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
窓
口

十
日
町
高
田
郵
便
局
窓
口

十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局
窓
口

8
月
n
日

午
前
9
時

　
　
　
正

8
月
1
3
日

　
午
後
4

魚
沼
中
条
郵
便
局
窓
口

魚
沼
中
条
郵
便
局
（
顧
描
繹
藩
員
）

新
水
簡
易
郵
便
局
窓
口

新
水
簡
易
郵
便
局
（
噺
轍
膿
脇
岐
任
に
渡
し
）

前
9
時
～

下
条
郵
便
局
窓
口

下
条
郵
便
局
（
姉
臆
濃
甕
贋

魚
沼
吉
田
郵
便
局
窓
口

吉
毘
張
所
（
織
描
繹
鑛
損
）

越
後
水
沢
郵
便
局
窓
口

越
後
水
沢
郵
便
局
（
繧
縫
鑑
醤
）

土
市
郵
便
局
窓
口

土
市
郵
便
局
（
羅
播
舞
藩
員
）

8
月
1
日

午前9

時
～
正
午

六
箇
郵
便
局
窓
口

六
箇
出
張
所
（
は
嫡
咄
厳
漸
畦
任
に
渡
）

金
の
支
払
い
を
受
け
た
あ
と
、
福
祉

年
金
証
書
と
印
鑑
を
市
民
課
国
民
年

金
係
（
8
七
⊥
三
一
一
番
内
線
二

一
八
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
混

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は●十日町郵便局自

　く13日以降に1
●福祉年金請求1

　持ちください。

受るり
けに’ア
ずは市マ
に免民チ
電許ラユ
波がジア
を必オ無
発要で線
射で電局
碁需蓼盈

等は8月11日は混み合いますので、なるべ
おいでください。

書兼受領証は、必要事項を記入のうえ、お

不
法
電
波
一
掃
月
間

　
ー
八
月
一
日
～
三
十
一
目
－

　
国
内
で
は
使
用
が
許
さ
れ
て
い
な

い
無
線
機
を
買
っ
て
電
波
を
発
射
し
、

近
所
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
を

妨
害
す
る
不
法
電
波
を
一
掃
し
よ
う

と
、
郵
政
省
電
波
監
理
局
で
は
八
月

を
“
不
法
電
波
一
掃
月
間
”
と
定
め

警
察
庁
、
海
上
保
安
庁
、
各
放
送
局

な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
不
法
電
波

の
一
掃
と
、
電
波
法
令
違
反
の
未
然

防
止
や
取
り
締
ま
り
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
を
開
設
し
た

　
、
市
民
ラ
ジ
オ
で
電
波
を
発
射
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
免
許
を

受
け
ず
に
電
波
を
発
射
し
た
り
使
用

｛

が
許
さ
れ
て
い
な
い
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
を
使
っ
て
交
信
し
た
り
し
ま
す
と

電
波
法
令
違
反
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

無
線
愛
好
者
は
、
電
波
法
令
違
反
に

な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

電
話
機
な
ど
の
訪
問
販
売

に
ご
注
意
を

　
最
近
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
と
称

し
、
電
話
機
の
消
毒
関
係
の
機
器
及

び
電
話
台
な
ど
を
訪
問
販
売
し
て
い

る
業
者
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

電
々
公
社
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
十

日
町
電
報
電
話
局
　
（
8
二
ー
二
轟
ハ
○

○
番
）
へ
お
悶
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

墾

国民年金が
　　改善されました

　今年も国民年金法が改正されて、つぎ

のような改善が行われました。

拠出年金については、7月から3．4％の物
価スライドが実施されました。その結果

老齢年金の25年年金は月額39，225円、10

年年金は24，742円、5年年金は20，108円
になりました。また障害年金は1級の場

合で49，792円、2級が39，833円に引き上

げられました。これらの改善された年金

を実際に受けとるのは6・7・8月の各月

分が支払われる9月の支払期田からです。
　一万、福祉年金は10％を超える引き上
げ幅になっており、8月から老齢年金が
月額20，000円、障害年金は1級が30，000円、

2級が20，000円￥田子、準田子年金が子

供1人の場合26，000円に引き上げられま
す。

（拠出年金）

●年金額の引き↓げ（54．7実施）

　年金額を消費者物価の上昇率に応じた

　引き上げ　　　→3．4％
　　　　　　　　（月額）

　25年年金　　37，925円一一→39，225円

　10年年金　　23，925円一→24，742円
　5年年金　　17，508円一一→20，833円

　障害年金

　　　1級　 48，133円一→49，792円
　　　2級　　38，508円一→39，833円

　母子、遺児年金など
　　　　　　　38，508円一一→39，833円

●無年金者に対する救済措置
　過去の国民年金の強制被保険者期間の
　うち、保険料を滞納した期間につき、

　特例として保険料の納付を認める。
　（55．6．30まで）

　特例納付保険料額4，000円
●保険料額の引き上げ（54。4実施）

　定額保険料2，730円一一→3，300円
　※55．4～定額保険料3，770円（1カ月♪

（福祉年金）

●年金の引き上げ（54．8実施）

　消費者物価の上昇率を上回る引き上げ
　　　　　　　　（月額）

　老齢　　　　16，500円一→20，000円齢
害
老
障
　　　1級　 24，800円一一→30，000円

　　　2級　　16，500円一一→20，000円

　母子、準母子21，500円一一→26，000円

●所得制限の緩和

　本人………2人世帯の場合
　　老齢・障害

　　　　年収200万円一一→208万円

　　母子・準母子
　　　　年収334万円一一→347万円
　扶養義務者………6人世帯の場合
　　　　年収876万円（すえ置き）

3）1””1””1”9”“1””1””1』旨おガ』”r6」田5だ」版””“1””1”II”“””ll”””““響1”””1”1”1””“1”II”””“”1””lll11m昭和54年7月25日

産
休
代
替
要
員
を
募
集

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
市

立
保
育
所
保
母
産
休
代
替
要
員
の
登

録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
登
録
制
度
は
昭
和
五
十
三
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
市

立
保
育
所
の
職
員
が
出
産
の
た
め
に

休
業
す
る
期
問
、
そ
の
職
員
の
代
替

と
し
て
臨
時
的
に
勤
務
し
て
も
ら
う

保
母
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
く

も
の
で
す
。

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
つ

ぎ
の
要
領
に
よ
り
市
総
務
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

登
録
資
格
　
保
母
の
資
格
ま
た
は
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人
で
お
お

む
ね
二
十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の

人
。賃
金
　
日
給
三
千
三
百
円
程
度

申
し
込
み
期
間
　
八
月
十
日
ま
で

そ
の
他
　
申
し
込
み
用
紙
及
び
詳
細

ヒ
ヒ
リ
サ
ピ
ヒ
リ
ロ
ヒ
　
ボ
の
サ
サ
の
　
ボ
サ
マ
リ
ロ
の
ヒ

ゆずり

ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
7
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
〉

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
名

規
格

希
望
価
格

品
　
　
名

規
格

希
望
価
格

セ
イ
コ
ー
腕
時
計

（
男
・
女
）

中
古

相
談
で

電
動
芝
刈
機

（
家
庭
用
）

中
古

相
談
で

日
立
除
湿
器

〃

三
万
円

8
ト
ラ
ッ
ク
テ
ー
プ

〃

〃

ジ
グ
ザ
グ
ミ
シ
ン

（
ジ
ュ
！
キ
）

〃

五
万
円

”

に
　
　
　
　
　
蘭

切
　
　
日
』
設
所

大
　
7
間
建
務

糖
顕
灘

る
　
ー
の
纒

あ
　
月
水
省
濃

砂
　
　
8
「
　
般
儒

限
　
　
　
　
　
建

ブ
ラ
ザ
ー
ゴ
ム
編
機

〃

二
万
円

東
芝
エ
ア
コ
ン

（
壁
掛
け
用
）

〃

十
万
円

更
衣
・
ッ
カ
i

（
三
人
用
）

〃

一
万
円

ス
ー
パ
；
カ
ブ

（
ホ
ン
ダ
）

〃

三
万
円

女
子
自
転
車

（
坐
女
ピ
ン
ク
・
小
四
赤
）

〃

い
く
ら
で
も

転
ラ
ジ
ア
ル
タ
イ
ア

五
－
二
－
十

4
本

二
万
五
千
円

は
市
総
務
課
（
8
七
⊥
二
一
一
番

内
線
二
三
三
～
二
三
四
）
へ
。

全
国
消
費
実
態
調
査

　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
理
府
統
計
局
で
は
、
全
国
的
な

規
模
で
家
計
消
費
の
実
態
を
調
べ
る

た
め
に
、
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の

三
ヵ
月
間
「
全
国
消
費
実
態
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
五
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
て
お
り
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

行
う
経
済
、
社
会
政
策
、
福
祉
行
政
、

消
費
者
行
政
な
ど
、
私
た
ち
消
費
者

の
生
活
に
関
連
す
る
政
策
や
行
政
を

進
め
て
い
く
う
え
で
、
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
統
計
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
近
く
、
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調
査

員
が
、
調
査
の
た
め
調
査
対
象
地
区

の
す
べ
て
の
世
帯
を
訪
問
し
て
、
世

帯
主
の
氏
名
、
職
業
な
ど
を
お
た
ず

ね
し
ま
す
の
で
、
こ
の
調
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
地
区
　
本
町
六
～
三
、
西

本
町
、
山
本
町
一
、
山
本
町
三
、
上

町
、
中
条
旭
町

毎
月
勤
労
統
計
特
別
調
査
も

　
労
働
省
で
は
、
七
月
末
日
現
在
で

常
用
労
働
者
一
～
四
人
を
雇
用
す
る

事
業
所
を
対
象
に
「
毎
月
勤
労
統
計

特
別
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業
所
に

働
く
人
達
の
労
働
の
状
態
を
調
べ
、

労
働
経
済
分
野
に
お
け
る
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。

　
八
月
一
日
～
十
日
の
間
に
調
査
員

が
対
象
事
業
所
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
資
料
を
作

る
目
的
以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
区
域
　
本
町
六
丁
目
一
、
上

川
町
、
尾
崎
、
五
軒
新
田

　
な
お
、
不
明
な
点
等
は
市
商
工
課

統
計
係
（
台
七
－
三
一
二
番
内
線

二
四
三
）
ま
た
は
県
統
計
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　六花園フィールドアスレチック

　無料解放
　6月29日、精神薄弱者更正施設六

花園（北魚沼郡掘之内町）に、フィ

ールドアスレチックと自然公園が完

成し、一般に無料解放しています。

　施設とフィールドアスレチックを

併設したのは全国でも初めてのケー

スと思われ、早くから注目されてい

ました。

　六花園では、地域の皆さんから広

く利用していただき、当施設に対す

る理解を深めていただきたいと、利

用を呼びかけています。問い合わせ

は奮0257－94－3980番へ。

場所　国道252号線を通り、国道17号

線に入り掘之内小学校前信号右折5

分。上越線掘之内駅下車徒歩20分。

　旧運人・軍属等恩給欠格者

　座談会のお知らせ

　旧軍人、軍属等恩給欠格者で従軍

看護婦、開拓義勇軍等を含めた座談

会をつぎの日程で開催しますので、

該当するかた及び関係者はご参加く

ださい。

日時　8月19日　午後1時

場所　十日町市公民館2階会議室

責任者　田口英男（十日町市本町2

丁目　82－2020番〉
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八
月
十
一
日
㈲
か
ら
、
福
祉
年
金

の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
．

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
指
定
郵
便

局
で
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
年
金
受
取
り
後
は
、

所
得
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

福
祉
年
金
証
書
を
下
表
で
指
定
さ
れ

た
場
所
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
い
で
い
た
だ
く
か
た

本
人
ま
た
は
代
理
人
で
も
結
構
で
す
。

◆
持
参
い
た
だ
く
も
の

福
祉
年
金
証
書
及
び
福
祉
年
金
証
書

に
押
印
し
た
印
鑑

　
当
日
は
、
係
員
が
出
向
い
て
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
当
日
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ

か
な
い
か
た
は
、
お
早
め
に
福
祉
年

期
　
日

福
祉
年
金
を
受
け
取
る
郵
便
局

福
祉
年
金
又
け
取
り
後

年
金
証
書
を
提
出
す
る
場
所

十
日
町
郵
便
局
窓
口

＋
日
町
郵
便
局
（
鼠
播
繹
藩
員
）

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局
窓
口

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
窓
口

十
日
町
高
田
郵
便
局
窓
口

十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局
窓
口

8
月
n
日

午
前
9
時

　
　
　
正

8
月
1
3
日

　
午
後
4

魚
沼
中
条
郵
便
局
窓
口

魚
沼
中
条
郵
便
局
（
顧
描
繹
藩
員
）

新
水
簡
易
郵
便
局
窓
口

新
水
簡
易
郵
便
局
（
噺
轍
膿
脇
岐
任
に
渡
し
）

前
9
時
～

下
条
郵
便
局
窓
口

下
条
郵
便
局
（
姉
臆
濃
甕
贋

魚
沼
吉
田
郵
便
局
窓
口

吉
毘
張
所
（
織
描
繹
鑛
損
）

越
後
水
沢
郵
便
局
窓
口

越
後
水
沢
郵
便
局
（
繧
縫
鑑
醤
）

土
市
郵
便
局
窓
口

土
市
郵
便
局
（
羅
播
舞
藩
員
）

8
月
1
日

午前9

時
～
正
午

六
箇
郵
便
局
窓
口

六
箇
出
張
所
（
は
嫡
咄
厳
漸
畦
任
に
渡
）

金
の
支
払
い
を
受
け
た
あ
と
、
福
祉

年
金
証
書
と
印
鑑
を
市
民
課
国
民
年

金
係
（
8
七
⊥
三
一
一
番
内
線
二

一
八
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
混

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は●十日町郵便局自

　く13日以降に1
●福祉年金請求1

　持ちください。

受るり
けに’ア
ずは市マ
に免民チ
電許ラユ
波がジア
を必オ無
発要で線
射で電局
碁需蓼盈

等は8月11日は混み合いますので、なるべ
おいでください。

書兼受領証は、必要事項を記入のうえ、お

不
法
電
波
一
掃
月
間

　
ー
八
月
一
日
～
三
十
一
目
－

　
国
内
で
は
使
用
が
許
さ
れ
て
い
な

い
無
線
機
を
買
っ
て
電
波
を
発
射
し
、

近
所
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
を

妨
害
す
る
不
法
電
波
を
一
掃
し
よ
う

と
、
郵
政
省
電
波
監
理
局
で
は
八
月

を
“
不
法
電
波
一
掃
月
間
”
と
定
め

警
察
庁
、
海
上
保
安
庁
、
各
放
送
局

な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
不
法
電
波

の
一
掃
と
、
電
波
法
令
違
反
の
未
然

防
止
や
取
り
締
ま
り
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
を
開
設
し
た

　
、
市
民
ラ
ジ
オ
で
電
波
を
発
射
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
免
許
を

受
け
ず
に
電
波
を
発
射
し
た
り
使
用

｛

が
許
さ
れ
て
い
な
い
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
を
使
っ
て
交
信
し
た
り
し
ま
す
と

電
波
法
令
違
反
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

無
線
愛
好
者
は
、
電
波
法
令
違
反
に

な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

電
話
機
な
ど
の
訪
問
販
売

に
ご
注
意
を

　
最
近
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
と
称

し
、
電
話
機
の
消
毒
関
係
の
機
器
及

び
電
話
台
な
ど
を
訪
問
販
売
し
て
い

る
業
者
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

電
々
公
社
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
十

日
町
電
報
電
話
局
　
（
8
二
ー
二
轟
ハ
○

○
番
）
へ
お
悶
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

墾

国民年金が
　　改善されました

　今年も国民年金法が改正されて、つぎ

のような改善が行われました。

拠出年金については、7月から3．4％の物
価スライドが実施されました。その結果

老齢年金の25年年金は月額39，225円、10

年年金は24，742円、5年年金は20，108円
になりました。また障害年金は1級の場

合で49，792円、2級が39，833円に引き上

げられました。これらの改善された年金

を実際に受けとるのは6・7・8月の各月

分が支払われる9月の支払期田からです。
　一万、福祉年金は10％を超える引き上
げ幅になっており、8月から老齢年金が
月額20，000円、障害年金は1級が30，000円、

2級が20，000円￥田子、準田子年金が子

供1人の場合26，000円に引き上げられま
す。

（拠出年金）

●年金額の引き↓げ（54．7実施）

　年金額を消費者物価の上昇率に応じた

　引き上げ　　　→3．4％
　　　　　　　　（月額）

　25年年金　　37，925円一一→39，225円

　10年年金　　23，925円一→24，742円
　5年年金　　17，508円一一→20，833円

　障害年金

　　　1級　 48，133円一→49，792円
　　　2級　　38，508円一→39，833円

　母子、遺児年金など
　　　　　　　38，508円一一→39，833円

●無年金者に対する救済措置
　過去の国民年金の強制被保険者期間の
　うち、保険料を滞納した期間につき、

　特例として保険料の納付を認める。
　（55．6．30まで）

　特例納付保険料額4，000円
●保険料額の引き上げ（54。4実施）

　定額保険料2，730円一一→3，300円
　※55．4～定額保険料3，770円（1カ月♪

（福祉年金）

●年金の引き上げ（54．8実施）

　消費者物価の上昇率を上回る引き上げ
　　　　　　　　（月額）

　老齢　　　　16，500円一→20，000円齢
害
老
障
　　　1級　 24，800円一一→30，000円

　　　2級　　16，500円一一→20，000円

　母子、準母子21，500円一一→26，000円

●所得制限の緩和

　本人………2人世帯の場合
　　老齢・障害

　　　　年収200万円一一→208万円

　　母子・準母子
　　　　年収334万円一一→347万円
　扶養義務者………6人世帯の場合
　　　　年収876万円（すえ置き）

3）1””1””1”9”“1””1””1』旨おガ』”r6」田5だ」版””“1””1”II”“””ll”””““響1”””1”1”1””“1”II”””“”1””lll11m昭和54年7月25日

産
休
代
替
要
員
を
募
集

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
市

立
保
育
所
保
母
産
休
代
替
要
員
の
登

録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
登
録
制
度
は
昭
和
五
十
三
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
市

立
保
育
所
の
職
員
が
出
産
の
た
め
に

休
業
す
る
期
問
、
そ
の
職
員
の
代
替

と
し
て
臨
時
的
に
勤
務
し
て
も
ら
う

保
母
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
く

も
の
で
す
。

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
つ

ぎ
の
要
領
に
よ
り
市
総
務
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

登
録
資
格
　
保
母
の
資
格
ま
た
は
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人
で
お
お

む
ね
二
十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の

人
。賃
金
　
日
給
三
千
三
百
円
程
度

申
し
込
み
期
間
　
八
月
十
日
ま
で

そ
の
他
　
申
し
込
み
用
紙
及
び
詳
細

ヒ
ヒ
リ
サ
ピ
ヒ
リ
ロ
ヒ
　
ボ
の
サ
サ
の
　
ボ
サ
マ
リ
ロ
の
ヒ

ゆずり

ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
7
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
〉

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
名

規
格

希
望
価
格

品
　
　
名

規
格

希
望
価
格

セ
イ
コ
ー
腕
時
計

（
男
・
女
）

中
古

相
談
で

電
動
芝
刈
機

（
家
庭
用
）

中
古

相
談
で

日
立
除
湿
器

〃

三
万
円

8
ト
ラ
ッ
ク
テ
ー
プ

〃

〃

ジ
グ
ザ
グ
ミ
シ
ン

（
ジ
ュ
！
キ
）

〃

五
万
円

”

に
　
　
　
　
　
蘭

切
　
　
日
』
設
所

大
　
7
間
建
務

糖
顕
灘

る
　
ー
の
纒

あ
　
月
水
省
濃

砂
　
　
8
「
　
般
儒

限
　
　
　
　
　
建

ブ
ラ
ザ
ー
ゴ
ム
編
機

〃

二
万
円

東
芝
エ
ア
コ
ン

（
壁
掛
け
用
）

〃

十
万
円

更
衣
・
ッ
カ
i

（
三
人
用
）

〃

一
万
円

ス
ー
パ
；
カ
ブ

（
ホ
ン
ダ
）

〃

三
万
円

女
子
自
転
車

（
坐
女
ピ
ン
ク
・
小
四
赤
）

〃

い
く
ら
で
も

転
ラ
ジ
ア
ル
タ
イ
ア

五
－
二
－
十

4
本

二
万
五
千
円

は
市
総
務
課
（
8
七
⊥
二
一
一
番

内
線
二
三
三
～
二
三
四
）
へ
。

全
国
消
費
実
態
調
査

　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
理
府
統
計
局
で
は
、
全
国
的
な

規
模
で
家
計
消
費
の
実
態
を
調
べ
る

た
め
に
、
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の

三
ヵ
月
間
「
全
国
消
費
実
態
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
五
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
て
お
り
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

行
う
経
済
、
社
会
政
策
、
福
祉
行
政
、

消
費
者
行
政
な
ど
、
私
た
ち
消
費
者

の
生
活
に
関
連
す
る
政
策
や
行
政
を

進
め
て
い
く
う
え
で
、
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
統
計
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
近
く
、
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調
査

員
が
、
調
査
の
た
め
調
査
対
象
地
区

の
す
べ
て
の
世
帯
を
訪
問
し
て
、
世

帯
主
の
氏
名
、
職
業
な
ど
を
お
た
ず

ね
し
ま
す
の
で
、
こ
の
調
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
地
区
　
本
町
六
～
三
、
西

本
町
、
山
本
町
一
、
山
本
町
三
、
上

町
、
中
条
旭
町

毎
月
勤
労
統
計
特
別
調
査
も

　
労
働
省
で
は
、
七
月
末
日
現
在
で

常
用
労
働
者
一
～
四
人
を
雇
用
す
る

事
業
所
を
対
象
に
「
毎
月
勤
労
統
計

特
別
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業
所
に

働
く
人
達
の
労
働
の
状
態
を
調
べ
、

労
働
経
済
分
野
に
お
け
る
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。

　
八
月
一
日
～
十
日
の
間
に
調
査
員

が
対
象
事
業
所
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
資
料
を
作

る
目
的
以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
区
域
　
本
町
六
丁
目
一
、
上

川
町
、
尾
崎
、
五
軒
新
田

　
な
お
、
不
明
な
点
等
は
市
商
工
課

統
計
係
（
台
七
－
三
一
二
番
内
線

二
四
三
）
ま
た
は
県
統
計
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　六花園フィールドアスレチック

　無料解放
　6月29日、精神薄弱者更正施設六

花園（北魚沼郡掘之内町）に、フィ

ールドアスレチックと自然公園が完

成し、一般に無料解放しています。

　施設とフィールドアスレチックを

併設したのは全国でも初めてのケー

スと思われ、早くから注目されてい

ました。

　六花園では、地域の皆さんから広

く利用していただき、当施設に対す

る理解を深めていただきたいと、利

用を呼びかけています。問い合わせ

は奮0257－94－3980番へ。

場所　国道252号線を通り、国道17号

線に入り掘之内小学校前信号右折5

分。上越線掘之内駅下車徒歩20分。

　旧運人・軍属等恩給欠格者

　座談会のお知らせ

　旧軍人、軍属等恩給欠格者で従軍

看護婦、開拓義勇軍等を含めた座談

会をつぎの日程で開催しますので、

該当するかた及び関係者はご参加く

ださい。

日時　8月19日　午後1時

場所　十日町市公民館2階会議室

責任者　田口英男（十日町市本町2

丁目　82－2020番〉
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躍
　
博
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で
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夏
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特
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か
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三
十
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駆
日
ま
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木
の
文
化
展
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コ
シ
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と
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バ
チ
づ
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と
け
込
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コ

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

躍
の
で
す
。
時
期
は
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
、
ご
家
族
、
ご
近
所
さ
そ
躍

ヨ
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＝

皿
い
あ
わ
せ
て
是
非
博
物
館
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
甜

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
客

、
求
ど
生
活
文
化
、
・

　
木
は
昔
か
ら
人
々
の
生
活
に
密
接

な
か
か
わ
り
を
も
ち
続
け
て
き
ま
し

た
。
特
に
木
で
作
ら
れ
た
民
具
は
、

目
々
の
く
ら
し
の
中
に
と
け
込
み
、

そ
れ
を
使
う
人
々
と
と
も
に
息
づ
い

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
そ
れ
は
、
た
だ
作
ら
れ
て
い

る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
用
途
や
目

的
に
応
じ
、
強
度
や
細
工
の
し
や
す

さ
な
ど
を
考
え
、
木
の
性
質
や
特
徴

を
う
ま
く
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
人
々
の
長
年
の
「
生

コシキづくりの工程（山どり）

活
の
知
恵
」
が
に
じ
み
出
て
い
ま

す
。　
博
物
館
で
は
、
夏
期
特
別
展
と
し

て
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
木
の
民

具
を
と
り
上
げ
、
特
に
コ
シ
キ
と
キ

バ
チ
づ
く
り
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た

「
木
の
文
化
展
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
木
の
民
具
を
通
し
て
、

木
と
人
々
の
か
か
わ
り
や
、
そ
れ
ら

の
は
た
し
た
役
割
を
考
え
て
み
ま
し

よ
’
つ
。

　
な
お
博
物
館
で
は
、
木
の
民
具
製

作
の
実
際
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

秋
山
か
ら
製
作
者
を
招
き
、
キ
バ
チ

作
り
の
実
演
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

秋
山
の
キ
バ
チ
作
り
を
皆
さ
ん
の
眼

で
た
し
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特
、
、
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婦
人
林
業
教
室
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
視
察
と
初
歩
的
学
習
会
ー

影絵作り講習会
～創作のよろこびを影絵で～

　
山
林
を
所
有
し
て
い
る
林
家
の
ご

婦
人
や
、
キ
ノ
コ
栽
培
者
の
ご
婦
人

を
対
象
に
林
業
の
基
礎
的
な
知
識
と

技
術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
婦

人
林
業
教
室
を
開
き
ま
す
。
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
参
加
料
は
無
料

で
す
。
）

日
時
　
八
月
二
日
（
木
）

日
程
　
八
時
三
十
分
～
九
時
、
市
民

会
館
前
集
合
、
午
前
中
…
太
田
島
の

杉
苗
畑
、
桐
と
ケ
ヤ
キ
林
、
森
林
組

合
の
山
菜
加
工
場
と
山
林
作
業
班
員

　
手
作
り
の
遊
び
や
絵
本
が
見
な
お
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
が
る

に
作
っ
て
楽
し
く
活
用
で
き
る
影
絵
作
り
の
講
習
会
を
次
の
よ

う
に
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
創
作
の
よ
ろ

こ
び
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
八
月
十
九
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
（
昼
食
持
参
）

●
場
所
　
十
日
町
市
公
民
館

●
講
師
　
か
か
し
座
制
作
主
任
前
田
兼
己
氏

●
教
材
費
　
一
、
○
○
○
円

●
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

　
　
　
●
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
（
小
型
）

　
　
　
●
キ
リ
（
先
の
細
い
も
の
）

　
　
　
●
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ
（
ペ
ン
チ
）
、
2
H
の
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム

●
申
込
　
八
月
十
日
（
金
）
ま
で
に
教
材
費
一
、
○
○
○
円
を
添

　
え
て
十
日
町
市
公
民
館
本
館
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
定
員
　
会
場
の
都
合
で
五
十
名
に
な
り
次
第
〆
切
ら
せ
て
い

　
だ
き
ま
す
。
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

の
活
動
を
視
察
　
午
後
…
市
民
会
館

で
「
杉
の
植
え
方
と
手
入
れ
」
「
家
業

に
役
立
つ
キ
ノ
コ
栽
培
」
「
薬
草
利
用

と
健
康
管
理
」
な
ど
を
学
習

参
加
申
込
　
七
月
三
十
日
午
前
中
ま

で
に
森
林
組
合
（
8
八
－
三
二
五

番
）
へ
。
※
当
日
は
山
歩
き
で
き
る
服

装
で
。
昼
食
は
主
催
者
で
用
意
．

婦
人
水
泳
教
室
生
募
集

　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
婦
人
水
泳

教
室
が
二
十
三
目
か
ら
二
十
七
日
ま

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
三

十
日
か
ら
八
月
三
目
ま
で
中
級
者
を

対
象
と
し
た
水
泳
教
室
が
開
か
れ
ま

す
。
家
庭
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
な
お

　　夏休み親子劇場

　　影絵劇団“かかし座公演”
日時　8月12日（日）

入場料　親子券1，300円（当日1，500円）

　　　　大人　1，000円（当日1，200円）

　　　　こども　600円（当日　600円）

会場　十日町市民会館ホール

演目　●才）らべうた12カ月●杜子春●きかん車や

　　　えもん

申込み、問い合せ　公民館本館および地区公民館

母
さ
ん
、
プ
ー
ル
で
思
い
き
り
体
を

挿
ば
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
七
月
三
十
日
～
八
月
三
日
の

五
日
間
、
午
前
十
時
～
十
二
時

会
場
　
十
日
町
市
民
プ
ー
ル

講
師
　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員

　
　
　
　
　
樋
熊
準
子
（
水
沢
中
〉

参
加
料
　
一
日
百
五
十
円
（
入
場
料
）

申
込
み
　
七
月
三
十
日
、
午
前
＋
時

ま
で
に
市
民
プ
ー
ル
（
8
七
－
三
七

三
六
番
）
へ
。

若
い
し
ょ
の
運
動
会

　
　
　
　
実
行
委
員
募
集

　
第
七
回
「
若
い
し
ょ
の
運
動
会
」

が
九
月
二
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
い
情
熱
を
た
ぎ
ら
せ
て
、
す
ば

ら
し
い
運
動
会
を
創
り
あ
げ
て
く
れ

る
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

心
意
気
の
あ
る
ヤ
ン
グ
メ
ン
は
尾
身

伝
吉
さ
ん
（
8
七
ー
〇
六
二
六
番
）
へ
。

J
C
ス
ク
ー
ル
開
校

テ
ー
マ
　
80
年
代
へ
の
た
び
だ
ち

期
間
　
八
月
三
日
～
七
日

会
場
　
十
日
町
小
学
校

講
師
　
酒
井
堅
次
（
週
間
読
売
編
集

長
）
　
坂
井
三
郎
（
香
文
社
社
長
）

諸
里
正
典
（
十
日
町
市
長
）

超
党
派
で
の
平
和
運
勤

金
斑
界
平
“
和
を
築
く
た
め

　
　
　
蕊
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

と
き
8
月
6
日

　
　
　
　
鯨
前
八
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
八
時
三
十
分
ま
で

と
こ
ろ
霜
民
体
育
館
内

主
撒原
水
爆
禁
嚢
十
日
町
布
協
繕
会

　
　
　
　
会
長
松
井
愛
美

原
水
爆
禁
止
市
民
大
会

愈
支
擾
囲
体
（
順
不
岡
）

策ギ仏金脊商記織帯露日霞繊婦

　撃　　葎工煮　　　本由
理　　　　　　物
　ス
　　教礁会会ク農役社民人
教ト　’　騨組
　教　．議議フ　　会主

会会会団所所ブ含協所党党労会

謬
聾
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

北
惚
茎
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

地
　
　
　
区
　
　
　
評
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躍
　
博
物
館
で
は
、
夏
期
特
別
展
と
し
て
八
月
四
日
か
ら
三
十
一
躍
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駆
日
ま
で
「
木
の
文
化
展
ー
コ
シ
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と
キ
バ
チ
づ
く
り
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」
を
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駆
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
昔
か
ら
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
と
け
込
蹴
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器
ん
で
き
た
木
と
そ
の
利
用
を
テ
ー
マ
に
、
木
と
人
々
の
か
か
わ
糖
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駆
り
や
木
製
民
具
の
は
た
し
た
役
割
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
も
獄
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コ

躍
の
で
す
。
時
期
は
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
、
ご
家
族
、
ご
近
所
さ
そ
躍
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皿
い
あ
わ
せ
て
是
非
博
物
館
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
甜

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
客

、
求
ど
生
活
文
化
、
・

　
木
は
昔
か
ら
人
々
の
生
活
に
密
接

な
か
か
わ
り
を
も
ち
続
け
て
き
ま
し

た
。
特
に
木
で
作
ら
れ
た
民
具
は
、

目
々
の
く
ら
し
の
中
に
と
け
込
み
、

そ
れ
を
使
う
人
々
と
と
も
に
息
づ
い

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
そ
れ
は
、
た
だ
作
ら
れ
て
い

る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
用
途
や
目

的
に
応
じ
、
強
度
や
細
工
の
し
や
す

さ
な
ど
を
考
え
、
木
の
性
質
や
特
徴

を
う
ま
く
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
人
々
の
長
年
の
「
生

コシキづくりの工程（山どり）

活
の
知
恵
」
が
に
じ
み
出
て
い
ま

す
。　
博
物
館
で
は
、
夏
期
特
別
展
と
し

て
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
木
の
民

具
を
と
り
上
げ
、
特
に
コ
シ
キ
と
キ

バ
チ
づ
く
り
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た

「
木
の
文
化
展
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
木
の
民
具
を
通
し
て
、

木
と
人
々
の
か
か
わ
り
や
、
そ
れ
ら

の
は
た
し
た
役
割
を
考
え
て
み
ま
し

よ
’
つ
。

　
な
お
博
物
館
で
は
、
木
の
民
具
製

作
の
実
際
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

秋
山
か
ら
製
作
者
を
招
き
、
キ
バ
チ

作
り
の
実
演
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

秋
山
の
キ
バ
チ
作
り
を
皆
さ
ん
の
眼

で
た
し
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特
、
、
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婦
人
林
業
教
室
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
視
察
と
初
歩
的
学
習
会
ー

影絵作り講習会
～創作のよろこびを影絵で～

　
山
林
を
所
有
し
て
い
る
林
家
の
ご

婦
人
や
、
キ
ノ
コ
栽
培
者
の
ご
婦
人

を
対
象
に
林
業
の
基
礎
的
な
知
識
と

技
術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
婦

人
林
業
教
室
を
開
き
ま
す
。
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
参
加
料
は
無
料

で
す
。
）

日
時
　
八
月
二
日
（
木
）

日
程
　
八
時
三
十
分
～
九
時
、
市
民

会
館
前
集
合
、
午
前
中
…
太
田
島
の

杉
苗
畑
、
桐
と
ケ
ヤ
キ
林
、
森
林
組

合
の
山
菜
加
工
場
と
山
林
作
業
班
員

　
手
作
り
の
遊
び
や
絵
本
が
見
な
お
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
が
る

に
作
っ
て
楽
し
く
活
用
で
き
る
影
絵
作
り
の
講
習
会
を
次
の
よ

う
に
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
創
作
の
よ
ろ

こ
び
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
八
月
十
九
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
（
昼
食
持
参
）

●
場
所
　
十
日
町
市
公
民
館

●
講
師
　
か
か
し
座
制
作
主
任
前
田
兼
己
氏

●
教
材
費
　
一
、
○
○
○
円

●
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

　
　
　
●
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
（
小
型
）

　
　
　
●
キ
リ
（
先
の
細
い
も
の
）

　
　
　
●
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ
（
ペ
ン
チ
）
、
2
H
の
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム

●
申
込
　
八
月
十
日
（
金
）
ま
で
に
教
材
費
一
、
○
○
○
円
を
添

　
え
て
十
日
町
市
公
民
館
本
館
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
定
員
　
会
場
の
都
合
で
五
十
名
に
な
り
次
第
〆
切
ら
せ
て
い

　
だ
き
ま
す
。
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

の
活
動
を
視
察
　
午
後
…
市
民
会
館

で
「
杉
の
植
え
方
と
手
入
れ
」
「
家
業

に
役
立
つ
キ
ノ
コ
栽
培
」
「
薬
草
利
用

と
健
康
管
理
」
な
ど
を
学
習

参
加
申
込
　
七
月
三
十
日
午
前
中
ま

で
に
森
林
組
合
（
8
八
－
三
二
五

番
）
へ
。
※
当
日
は
山
歩
き
で
き
る
服

装
で
。
昼
食
は
主
催
者
で
用
意
．

婦
人
水
泳
教
室
生
募
集

　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
婦
人
水
泳

教
室
が
二
十
三
目
か
ら
二
十
七
日
ま

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
三

十
日
か
ら
八
月
三
目
ま
で
中
級
者
を

対
象
と
し
た
水
泳
教
室
が
開
か
れ
ま

す
。
家
庭
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
な
お

　　夏休み親子劇場

　　影絵劇団“かかし座公演”
日時　8月12日（日）

入場料　親子券1，300円（当日1，500円）

　　　　大人　1，000円（当日1，200円）

　　　　こども　600円（当日　600円）

会場　十日町市民会館ホール

演目　●才）らべうた12カ月●杜子春●きかん車や

　　　えもん

申込み、問い合せ　公民館本館および地区公民館

母
さ
ん
、
プ
ー
ル
で
思
い
き
り
体
を

挿
ば
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
七
月
三
十
日
～
八
月
三
日
の

五
日
間
、
午
前
十
時
～
十
二
時

会
場
　
十
日
町
市
民
プ
ー
ル

講
師
　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員

　
　
　
　
　
樋
熊
準
子
（
水
沢
中
〉

参
加
料
　
一
日
百
五
十
円
（
入
場
料
）

申
込
み
　
七
月
三
十
日
、
午
前
＋
時

ま
で
に
市
民
プ
ー
ル
（
8
七
－
三
七

三
六
番
）
へ
。

若
い
し
ょ
の
運
動
会

　
　
　
　
実
行
委
員
募
集

　
第
七
回
「
若
い
し
ょ
の
運
動
会
」

が
九
月
二
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
い
情
熱
を
た
ぎ
ら
せ
て
、
す
ば

ら
し
い
運
動
会
を
創
り
あ
げ
て
く
れ

る
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

心
意
気
の
あ
る
ヤ
ン
グ
メ
ン
は
尾
身

伝
吉
さ
ん
（
8
七
ー
〇
六
二
六
番
）
へ
。

J
C
ス
ク
ー
ル
開
校

テ
ー
マ
　
80
年
代
へ
の
た
び
だ
ち

期
間
　
八
月
三
日
～
七
日

会
場
　
十
日
町
小
学
校

講
師
　
酒
井
堅
次
（
週
間
読
売
編
集

長
）
　
坂
井
三
郎
（
香
文
社
社
長
）

諸
里
正
典
（
十
日
町
市
長
）

超
党
派
で
の
平
和
運
勤

金
斑
界
平
“
和
を
築
く
た
め

　
　
　
蕊
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

と
き
8
月
6
日

　
　
　
　
鯨
前
八
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
八
時
三
十
分
ま
で

と
こ
ろ
霜
民
体
育
館
内

主
撒原
水
爆
禁
嚢
十
日
町
布
協
繕
会

　
　
　
　
会
長
松
井
愛
美

原
水
爆
禁
止
市
民
大
会

愈
支
擾
囲
体
（
順
不
岡
）

策ギ仏金脊商記織帯露日霞繊婦

　撃　　葎工煮　　　本由
理　　　　　　物
　ス
　　教礁会会ク農役社民人
教ト　’　騨組
　教　．議議フ　　会主

会会会団所所ブ含協所党党労会

謬
聾
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

北
惚
茎
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

地
　
　
　
区
　
　
　
評
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住
民
検
診
（
鵬
聯
鋤
櫛
掛
ゲ
ン
間
接
撮
影
）
日
程

．
　
◎
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
が
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
目

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
象
地
　
区

7
月
31
日
図

α剛

仰
畿
噺
3
0
分

江
道
集
落
セ
ン
タ
ー

江
道
・
猿
倉

痛
鰐
面
麟
15
分

津
池
冬
季
分
校

津
池

履
荊
ー
－
時
3
0
分

大
池
小
学
校

大
池
・
菅
沼

履
勉
鶴
2
時
30
分

赤
倉
集
会
場

赤
倉

8
月
2
日
困

庸
仰
畿
齢
30
分

細
尾
公
民
館

細
尾
・
天
池
・
池
之
尻

輻
剃
繭
n
時
30
分

南
雲
冬
季
分
校

南
雲

履
荊
観
－
時
2
0
分

鍬
柄
沢
集
会
場

鍬
柄
沢

綾
荊
鶴
2
廟
30
分

野
中
小
学
校

池
沢
・
野
中
・
漆
島

8
月
3
日
囲

愉
靭
畿
潮

当
間
冬
季
分
校

当
間

輻
物
朧
塑
分

大
石
冬
季
分
校

大
石

愉
知
講
n
時
3
0
分

市
之
沢
冬
季
分
校

市
之
沢
・
中
在
家

履
笈
3
潮

水
沢
出
張
所

太
田
島
倒
・
土
市
2

　
　
　
　
）

8
月
6
日
旧
脚

輻
靭
観
鰐

水
沢
出
張
所

土
市
1
3
4
5
・
新
宮

8
月
7
日
㈹

措
仰
嚢
渤
3
0
分

水
沢
出
張
所

伊
達
倒

履
纂
3
時

姿
　
公
　
民
　
館

姿
・
安
養
寺

8
月
8
日
㈱

濡
胸
講
－
齢

老
人
ホ
ー
ム

老
人
ホ
ー
ム
・
幸
町

　
　
　
ー
　
聖
　
　
　
　
旨

濡
㈱
艦
齢
30
分

珠
　
田
　
分
　
校

珠
川
㈹

壊
篇
3
時

馬
場
小
学
校

水
沢
倒
・
馬
場
倒

12　　5
日　　目

26　　19
日　　日

庭
野
医
院
（
神
明
町
）
　
㎜

　
8
2
の
2
7
1
1
番
…

富
田
医
院
（
神
明
町
）
一

　
密
2
の
3
2
6
9
番
皿

中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番
…

大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

　
　
盈
2
の
2
9
5
7
番
…

　　　　　　　　　　　　　
と　き　朋2日㈱午前10時～午後3時

ところ下条公民館

と　き8月3日團午前10時～午後3時

ところ中条病院
と　き8月6日（月）午前10時～午後3時

ところ十日町市役所

■血液生化学検査の結果について

　4月～5月の献血分までが保健課に
届いています。希望者は献血手帳を持

参して保健課までおいでください。

一明日といわず今献血しましょう一

　　笠置キャンプ場開き
　7月19日、笠置キャンプ場開きが行

われました。このキャンプ場は、西枯

木又の皆さんが総出で造成した手・づく

りのキャンプ場です。眺望はよく、水

も豊富で、広場と駐車場もあります。

　このキャンプ場ご利用の時は、春川

雅英さん（B7－7702番）にご連絡くだ

さい。

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
二
目
困
　
午
前
八
時
～
正

午
ま
で
川
治
下
町
第
三
璽
部
、
川

治
内
後
、
妻
有
町
東
一
・
二
丁
目
、

大腿四頭筋等拘縮症
の健診を実施

縮
ま
市
ま
載
さ
い
　
所
間
午

拘
れ
、
り
記
だ
な
　
健
時

等
わ
は
あ
に
く
し
　
保
付
間

筋
行
た
が
目
て
参
）
岡
受
時

頭
で
か
紙
項
し
持
ん
長
●
診

四
程
る
用
当
参
を
せ
　
　
健

腿
日
れ
ト
該
持
紙
ま
場
㈱
●

大
の
さ
一
の
に
用
れ
会
日

の
ぎ
望
ケ
中
日
ト
ら
●
1
時

度
つ
希
ン
の
診
一
け
　
月
2

年
が
を
ア
そ
健
ケ
受
程
8
後

54

診
診
に
、
、
ン
を
日
　
午

和
健
受
課
で
え
ア
診
診
日
～

昭
の
。
健
の
う
試

　
症
す
保
す
の
い
と
◎
●
正

　
　
　
　
　
　
　
矯

　
　
　
　
　
　
時
診
教
診
以
参

検
健
期
午
1
健
科
健

　
　
　
　
　
　
後
◎
外
◎

◎◎

畿
離
繍
獺
岬

後1β寺～3日寺

◎健診医師　新潟大学医学部整形

外科教室医師

◎健診対象者　アンヶ一ト項目に

1つ以上該当する18歳未満の人

◎持参する物　母子健康手帳

8
月
分
保
健
事
業
の
お
知
ら
せ

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

．
育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
4
月

生
れ
の
人

域全

い七』だく穏隷は吏力の月当該もてくなか知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
1
0
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

53

年
2
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

8
月
2
2
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
2
月

生
れ
の
人

育
児
相
談
8
月
2
1
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館

54

年
2
月

～
3
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

晶
朋
嬰
…
…
市
役
所
市
民
相
談
室

妻
有
町
西
一
・
二
・
三
丁
目
、
河
内

町
一
部
、
千
歳
町
一
丁
目
一
部
、
千

歳
町
二
丁
目
、
寿
町
一
・
二
．
三
丁

目
一
部
　
▼
八
月
八
日
　
午
前
九
時

～
正
午
ま
で
　
下
条
栄
町
一
部
　
▼

八
月
十
一
目
　
午
後
三
時
～
七
時
半

ま
で
　
稲
荷
町
三
丁
目
一
部
、
稲
荷

町
西
、
稲
荷
町
三
北
一
部
、
西
本
町

一
・
二
、
八
幡
田
町
一
部
、
下
川
原

町
、
南
新
田
町
、
本
町
七
丁
目
一
．

二
の
一
部
、
四
目
町
新
田
一
・
二
．

三
・
四
、
四
日
町
第
一
の
一
部
、
四

日
町
二
・
三
・
四
、
尾
崎
、
太
子
堂
、

中
条
旭
町
、
中
条
中
町
、
下
町
、
島
、

峠
の
各
一
部
、
中
条
新
田
、
北
原
、

上
新
田
、
山
際
、
原
、
廿
口
城

8／25
　　E］46号□

　
　
鮎醐

　
　
赫

編集発行／十日町市役所（電話．（代）7－3111）笛月25日（1部6円）

○
：

　
国
民
年
金
制
度
は
、
た
び
か
さ
な

る
改
善
に
よ
っ
て
年
金
額
が
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
頼
り
が
い
の
あ
る

年
金
と
し
て
益
々
期
待
と
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
．
さ
ら
に
、
全
国
に

百
万
人
い
る
と
い
わ
れ
る
無
年
金
者

を
な
く
す
た
め
、
五
十
五
年
六
月
ま

で
保
険
料
納
付
の
特
例
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
で
は
、

無
年
金
者
解
消
を
め
ざ
し
て
、
市
内

十
ヵ
所
で
移
動
年
金
相
談
所
を
開
設

し
、
特
例
納
付
の
相
談
、
そ
の
他
各

種
年
金
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
強
調
月
間

　
　
回

　
　
4

　
　
第

　
　
　
　
H
九
月
一
日
（
土
）
H

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

（
十
、
十
一
月
）
に
先
だ
ち
長
岡
社

会
保
険
事
務
所
と
共
催
で
実
施
す
る

も
の
で
す
。
国
民
年
金
に
関
す
る
質

問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
か
た

は
、
お
気
軽
に
近
く
の
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
九
月
四
目

（
火
）
の
市
役
所
会
場
で
は
、
国
民
年

金
の
ほ
か
厚
生
年
金
関
係
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。
そ
の
他
の
会
場
で
は

当
日
、
保
険
料
を
未
納
さ
れ
て
い
る

か
た
の
集
合
徴
収
も
行
い
ま
す
の
で

未
納
さ
れ
て
い
る
か
た
は
現
金
持
参

の
う
え
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
※
無
年
金
者
の
訪
問
徴
収
も
行
い

ま
す
。

2
薯
…
臨
…
豊
象
喜
6
皇
薯
豊
皇
含
含
亀
一

診
長
と
藷
る
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
市
民
と
語
る
目
」
は
、
も
う
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
目
で
す
。
今
ま
で
に
四
十
組
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
人
近
く
の
か
た
が
参
加
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
．
市
長
は
、
市
内
、
市
外
出
張
な

試
瞬
ど
で
不
在
が
ち
で
す
。
是
非
こ
の
日

に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
一
日
（
土
）
午
後
四
時

　
　
　
～
八
時

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室
（
三
階
）

：
O

　
こ
ん
な
人
は

　
　
　
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い

●
今
、
・
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し

て
い
な
い
人
。

●
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、

過
去
に
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人
．

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
は
っ
き

り
し
な
か
っ
た
り
、
脱
退
一
時
金
を

も
ら
っ
た
期
間
が
あ
る
た
め
資
格
期

間
が
足
り
る
か
疑
問
の
あ
る
人
。

●
年
金
手
帳
の
な
い
人
。

●
そ
の
他
、
国
民
年
金
に
関
す
る
質

問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
人
。

　
相
談
に
は
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、

職
歴
の
メ
モ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
移
動
年

　
　
任
意
加
入
者
は
、
特
例
納
付
の
対

　
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
毎
月
＋
五
日
は

　
　
国
民
年
金
定
例
相
談
日

　
　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
林
業
、
自

　
営
業
者
な
ど
が
加
入
し
て
い
る
わ
が

　
国
で
一
番
大
き
な
年
金
制
度
で
す
。

　
　
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
内
容
や
、

　
加
入
の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
と
い

　
う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
フ
｝
で

　
国
民
年
金
係
で
は
、
窓
口
相
談
の
ほ

　
か
毎
月
十
五
目
を
定
例
相
談
日
に
し

　
て
い
ま
す
。
移
動
相
談
所
に
行
け
な

　
い
か
た
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

金
相
談
所

9
（
月
火
）
1
1
日

　9
釜月
＿7
　日

　9
（月木
）
　
6
　
日

　9
一月
杢5

　日

　9
（　月火
〉
　
　
4
　
日

期
目

～午

午前
前9

10時

時
半

～午

午後
後1

2時

時
半

～午

午前
前9

10時

時
半

～午

午後
後1

2時

時
半

～午

午前
前g

10時

時
半

～午

午後
後1

2時

時
半

～午

午前
前9

10時

時
半

～午

午後
後1

2時

時
半

～午

午前
前9

10時

時
半

～午

午前
後10
3時

時

時
間

＿老
四人
ツい
宮こ

荘い
）び）

家

吉
田
出
張
所

ニ
ツ
屋
公
民
館
’

市馬
之場
沢小
冬・

季
分
校

水
沢
出
張
所

城
之
古
消
費
組
合

川
治
集
落
セ
ン
タ
i

中
条
公
民
館

大
井
田
公
民
館

市
役
所
市
民
相
談
室

会
場

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

無国
年民
金年
者金
覇相

付談

勧
奨

国
民
年
金
●
厚
生
年
金

内
容

〃 〃 〃 〃 〃 ” 〃 〃

市
役
所
市
民
課

市長
役岡
所集

市藻
民険
課事務所

共
催
団
体

※
今
後
も
、
相
談
所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
．

金
係
（
8
し
ー
、
』
二
一
番
内
線
二
一
八
）
へ
．

希
望
さ
れ
る
部
落
は
市
民
課
国
民
年


